
高

麗
タ
灌
九
城
考

　
－
特
に
英
雄
二
州
の
遺
鮭
に
予
て
一
（
下
）

稻
　
葉

岩
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
草
黄
嶺
に
關
す
る
私
見
を
述
べ
て
見
よ
う
。
草
黄
嶺
な
る
名
辮
の
史
上
に
序
論
す
る
の
は
、
麗
史
で
あ
る
。
乃
ち
恭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の
　
の

四
王
庚
戌
の
春
正
月
甲
午
、
李
太
滞
空
成
は
騎
兵
五
千
歩
兵
一
斗
を
も
つ
て
、
東
北
面
よ
り
坐
業
嶺
を
鍮
え
、
行
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黍

と
六
百
絵
里
、
雲
低
嶺
に
至
る
、
又
行
く
こ
と
七
百
徐
里
に
し
て
、
仁
万
に
血
忌
江
を
渡
る
と
め
る
の
が
、
そ
れ
で

あ
る
。
輿
地
勝
覧
（
窓
五
五
）
に
は
、
江
界
都
謹
府
、
山
川
の
條
、
藤
鋼
撃
嶺
の
下
に
注
し
て
、
恭
感
王
以
我
太
耐
爲
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
　

北
面
元
帥
、
警
束
寧
府
轟
轟
絶
北
元
、
太
租
峯
騎
兵
五
千
歩
兵
誘
．
自
東
北
醸
草
黄
嶺
、
行
六
百
盤
、
至
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
ゆ

屍
姦
、
邸
此
嶺
と
あ
り
、
一
は
黄
草
嶺
に
一
は
草
黄
嶺
に
作
っ
て
あ
る
が
、
束
國
兵
書
（
下
）
に
は
、
高
麗
鴬
兀
刺
城
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の

題
し
て
、
太
租
峯
騎
兵
五
千
歩
兵
判
萬
、
虜
東
北
面
、
鍮
草
叢
・
醒
興
缶
石
嶺
云
々
と
あ
る
か
ら
、
古
は
草
黄
と
せ
ら

れ
た
で
あ
ら
う
◎
そ
れ
が
、
い
つ
の
間
に
か
黄
草
に
認
め
ら
れ
、
李
氏
太
醗
實
録
の
記
事
に
も
草
黄
に
作
ら
す
、
黄
草

に
書
か
れ
て
あ
る
。
し
か
し
、
わ
把
く
し
は
、
黄
草
を
も
つ
て
、
誤
字
で
な
け
れ
ば
、
文
入
が
徒
ら
に
典
雅
の
名
詞
を

忌
ん
だ
ま
で
や
あ
り
、
正
し
く
は
、
草
黄
と
な
す
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
。
（
爾
ほ
、
今
の
太
租
實
録
は
、
束
國
手
鑑
の
後

　
　
　
　
篠
一
麗
鼎
坐
土
城
考
　
（
稻
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
　
第
一
一
號
　
　
　
二
ご
五

（59）



　
　
　
　
高
撫
隅
二
丁
九
城
考
　
（
三
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
筑
叩
十
工
ハ
巷
　
　
餓
躍
二
號
　
　
　
　
　
二
山
ハ

に
修
正
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
注
意
さ
れ
た
い
。
）

　
然
る
に
、
今
一
つ
、
わ
π
く
し
の
こ
の
想
像
を
確
め
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
早
上
っ
草
の
下
、
東
方
黒
蝿
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
軍

澱
地
方
に
、
草
坊
院
と
繕
す
る
村
落
が
見
繊
さ
れ
る
。
草
坊
の
名
は
、
大
束
輿
圖
に
も
載
せ
て
あ
る
が
、
朗
原
滑
の
金

石
清
玩
（
第
一
）
に
、
左
の
文
字
が
あ
る
。

　
草
坊
院
碑
　
　
三
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
の
　
む

　
　
承
及
黄
草
嶺
、
慮
小
嶺
名
草
坊
院
、
其
上
有
新
羅
眞
興
王
叡
感
立
碑
、
梁
簡
皇
帝
酵
。

朗
原
君
侃
は
仁
租
朝
に
生
存
し
、
厚
子
廣
捜
、
途
に
金
石
帖
（
朝
鮮
の
）
を
集
大
成
し
た
、
故
に
、
今
で
こ
そ
、
眞
興
王

．
卓
筆
．
碑
を
呼
ぶ
に
、
黄
草
…
軽
質
を
以
て
す
る
も
の
、
、
古
く
は
、
草
坊
院
碑
（
又
は
草
認
諾
碑
）
．
と
繕
し
た
も
の
で
あ
る
Q

院
名
の
い
つ
頃
ま
で
潮
り
得
る
か
は
、
立
護
し
得
ざ
る
を
遣
憾
と
す
る
が
、
李
氏
朝
鮮
以
前
に
造
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
信
じ
想
い
。
わ
た
く
し
の
考
ふ
る
と
こ
ろ
で
は
、
無
季
を
黄
草
に
倒
鐙
し
た
の
は
、
草
黄
が
、
も
と
草
坊
（
草
野
）
よ

）
來
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
を
素
質
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
蓋
し
坊
（
房
）
黄
の
二
字
は
近
似
青
で
あ
り
、
い
つ
の
間

に
か
草
黄
に
轄
じ
、
さ
ら
に
新
草
と
認
め
ら
れ
、
草
坊
（
草
房
）
と
は
、
別
名
で
あ
る
か
に
観
取
せ
ら
れ
た
。
草
坊
院
あ

る
が
故
に
、
そ
の
嶺
名
を
得
た
か
、
醤
た
嶺
名
よ
り
し
て
草
坊
院
と
総
せ
ら
れ
π
か
は
劉
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
勝
覧
な

ど
が
、
草
黄
に
作
れ
る
に
競
て
、
そ
の
い
か
に
由
來
遠
き
か
を
想
像
し
得
る
。

　
嶺
の
名
繕
に
嗣
す
る
銀
嶺
は
、
爾
ほ
不
充
分
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
わ
た
く
し
は
、
こ
の
嶺
の
珊
名
と
し
て
、
金
吏
は

（60）
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　　尋

之
を
乙
離
骨
嶺
と
い
ひ
、
麗

史
は
之
を
蒙
羅
骨
嶺
と
い
っ

た
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
の
で

あ
b
、
そ
れ
ら
二
名
の
、
同

ご
音
で
あ
る
こ
と
は
、
前
に

言
ひ
及
ん
だ
（
松
弁
氏
の
満

洲
に
於
け
る
金
の
彊
域
墾

照
）
。
金
史
地
理
志
麺
臨

鹿
古
水
と
総
す
る
水
回
を
、

こ
の
地
方
に
認
む
る
、
こ
れ

又
同
ご
音
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
、
蒙

羅
骨
と
い
ひ
、
乙
離
骨
と
い

ひ
、
山
鹿
古
と
い
ひ
、
高
麗
土
語
と
は
、
認
め
ら
れ
す
、
む
し
ろ
之
を
女
眞
語
彙
に
求
め
ら
る
べ
き
こ
と
は
、
容
易
に

首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
、
幸
に
、
こ
れ
ら
近
似
昔
と
し
て
、
斡
曽
和
（
」
ン
甘
ひ
財
塾
目
げ
蓼
び
二
Φ
）
の
名
総
を
指
摘

　
　
　
　
嘉
直
壁
躍
九
城
考
　
（
稻
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簾
十
六
巷
　
第
二
號
　
　
こ
ご
七



　
　
　
　
瀞
岡
駆
鱒
勢
繊
描
九
二
桝
考
　
（
思
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
艦
｝
　
傭
軍
糧
號
　
　
　
ニ
薮
入

し
た
い
（
グ
ル
ー
ベ
O
讐
び
・
氏
女
監
語
言
交
霊
考
の
内
七
頁
、
花
木
門
＝
六
）
。
斡
坐
具
は
、
今
の
満
洲
語
に
も
9
魯
。

と
し
て
傳
へ
ら
れ
て
る
る
こ
と
は
、
又
グ
ル
ー
ペ
氏
の
言
の
ご
と
し
、
と
も
に
、
草
木
の
草
を
表
は
す
と
こ
ろ
の
女
眞

語
言
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
信
じ
た
い
、
草
黄
嶺
の
名
は
、
女
難
語
の
斡
兜
和
を
も
つ
て
解
す
べ
き
こ
と
を
、
葬
り
而

し
て
、
蒙
羅
骨
と
い
ひ
、
地
離
骨
と
い
ひ
、
と
も
に
斡
兇
和
の
甥
暑
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
但
だ
実
名
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ル

末
尾
に
骨
（
忽
）
に
相
野
す
る
年
記
を
示
す
よ
り
見
れ
ば
、
斡
兇
和
の
末
尾
習
は
、
省
略
さ
れ
て
、
骨
帥
ち
洞
・
坊
な
ど

の
意
味
を
，
同
時
表
現
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
も
し
そ
う
と
し
だ
ら
、
蒙
羅
骨
・
乙
離
骨
は
、
と
も
に
草
坊
の

二
字
に
適
合
す
る
、
草
坊
を
、
當
時
の
女
下
墨
よ
り
捻
れ
ば
、
オ
ル
・
ク
・
コ
ル
（
≦
O
げ
一
○
『
一
一
回
袖
山
（
○
憎
）
と
一
音
じ
得
る
の
で
あ

ら
う
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ル

　
然
ち
ば
、
伊
位
界
上
の
伊
欝
、
も
し
く
は
伊
野
洞
は
如
何
、
わ
た
く
し
は
、
品
位
を
も
つ
て
、
同
じ
く
蕩
児
和
の
省

音
と
な
す
こ
と
に
躊
躇
せ
な
い
。
蓋
し
、
鮮
人
が
、
胡
（
女
眞
）
名
を
と
り
入
れ
て
之
を
國
名
化
す
る
場
合
、
或
は
頭
音

を
取
り
、
或
は
末
尾
を
取
り
、
或
は
中
音
を
省
略
す
る
こ
と
は
、
普
通
の
習
は
し
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
鐘
城
櫛
緻
鏡
の
古

　
　
　
　
　
ぐ
ヤ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル

名
愁
腸
は
、
紅
顔
愁
所
で
あ
り
、
稔
性
⑳
同
は
多
温
李
で
あ
り
、
會
寧
上
○
同
は
、
阿
木
河
・
吾
部
署
と
記
せ
ら
れ
、
鏡
城

は
、
も
と
は
女
眞
語
の
木
叢
古
（
ヨ
○
雪
茜
鐸
灘
）
と
課
せ
ら
れ
だ
。
そ
れ
ら
各
の
＝
三
日
を
巧
み
に
暴
取
し
て
、
現
名
に

充
脅
し
た
、
伊
位
の
場
合
も
、
こ
れ
に
殊
な
ら
す
斡
黒
和
≦
0
7
遵
三
二
。
は
、
や
、
も
す
れ
ば
、
≦
○
占
～
奢
9
鉾
ε
省
賂

せ
ら
れ
、
風
位
図
宏
に
再
縛
し
た
。
蒙
羅
骨
な
ど
い
ふ
胡
名
を
嫌
ふ
と
こ
ろ
の
高
麗
人
と
て
、
む
七
ろ
伊
位
の
文
字
を



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ル

ば
愛
用
し
た
に
違
ひ
な
い
。
以
上
の
推
定
に
も
と
づ
き
て
、
伊
位
洞
を
ば
、
草
坊
と
畏
し
、
今
の
草
坊
院
を
、
遠
き
高

麗
の
遺
蹟
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
、
強
ち
無
理
で
は
あ
る
ま
い
と
わ
た
く
し
は
思
ふ
。
蒙
羅
骨
（
草
黄
嶺
）
山
下
の
英

州
城
祉
は
、
術
ほ
不
明
で
あ
る
、
恐
く
は
、
草
言
言
に
遠
か
ら
ざ
る
地
方
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
こ
、
に
至
り

て
、
再
び
、
兵
馬
早
飯
林
彦
の
壁
書
は
、
思
ひ
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
壁
書
に
は
、
「
勾
高
麗
の
古
碑
遽
蹟
存
す
る
あ
り
」

と
い
っ
て
み
る
Q
い
ふ
と
こ
ろ
の
古
碑
は
、
眞
興
風
輪
面
輪
を
指
し
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
光
海
面
時
代
の
記
録
を

見
る
と
、
こ
の
碑
を
指
し
て
、
聖
徳
王
碑
と
虚
し
て
る
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
兵
馬
倥
偬
の
際
で
は
あ
り
、
彦
等
は
、

そ
の
地
が
勾
麗
の
皇
土
た
）
と
い
ふ
槻
念
よ
り
、
直
ち
に
指
し
て
勾
高
麗
の
筆
舌
と
い
つ
淀
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
建
も
と
嶺
上
葉
毒
し
を
現
緩
に
移
し
た
あ
と
い
ふ
。
轟
王
の
窮
境
の
ミ
量
れ
・
・
と
は
、
働

果
し
て
偶
然
で
は
な
い
、
ヂ
礎
戊
子
年
の
用
兵
は
、
か
く
し
て
、
前
代
新
羅
の
　
を
逐
ふ
た
と
い
ふ
こ
と
に
も
な
る
。

今
、
斡
兇
和
の
甥
音
を
表
出
す
る
こ
と
左
の
ご
と
し
。

極蒙乙移斡
児
　
和
鹿
古

　
離
骨

　
羅
骨

　
位
洞

高
麗
ヂ
獲
九
野
鼠 ≦

0
7
捗
θ
点
ρ

置
占
只
冨
Y
焦
げ
）
∬

覧
7
瓢
　
　
　
　
爵
。
ご

α
ぼ
工
。
　
　
　
　
砕
。
び

滋
（
税
∀
鴇
　
　
　
み
○
さ

　
（
稻
葉
）

、
第
十
六
餐
　
第
二
號
　
　
ニ
ニ
九



　
　
　
　
由
尚
潔
網
幹
一
椛
九
城
考
　
（
獅
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
第
十
－
山
ハ
巻
　
　
篇
「
臨
海
　
　
　
二
間
一
〇

右
表
中
、
「
蒙
」
を
α
巨
と
音
じ
た
の
は
、
現
代
朝
鮮
の
諺
文
に
從
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
戊
子
の
春
正
月
を
も
つ
て
、
ヂ
灌
は
豊
州
よ
り
中
城
大
都
督
府
お
成
に
引
き
上
げ
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
。
引
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少

た
こ
と
の
理
由
は
、
定
め
て
戦
局
の
展
開
に
基
因
す
べ
し
と
の
私
見
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
右
軍
方
面
の
形
勢
で
あ
り

中
墨
方
面
の
こ
と
、
は
解
せ
ら
れ
な
い
Q
も
と
く
、
中
野
爾
軍
及
び
水
師
の
記
録
は
、
太
だ
汐
路
に
失
し
て
み
る
。

池
内
博
士
も
、
雄
州
の
遺
基
を
考
へ
る
上
に
つ
い
て
、
中
野
二
軍
の
記
事
の
簡
略
を
指
摘
し
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
今
日
ま

で
、
九
城
の
、
大
概
ね
不
明
な
る
こ
と
は
、
之
が
爲
め
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
右
二
軍
の
記
事
の
賂

に
失
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
　
一
面
よ
り
見
れ
ば
、
こ
の
方
面
に
は
、
敵
の
掻
抗
力
寧
ろ
小
で
あ
り
、
記
録
す
べ
き
は
ど

の
戦
が
行
は
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
に
解
せ
ら
れ
る
の
で
、
實
に
蕨
州
師
ち
奨
林
金
村
に
建
設
せ
ら
れ
た
新
城
は
、

撤
去
の
當
日
ま
で
、
た
や
の
一
回
も
敵
襲
を
受
け
て
み
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
は
、
顧
州
の
位
置
を
量
定
す
る
上
に

於
て
、
重
視
さ
れ
る
こ
と
、
思
ふ
。
わ
た
く
し
は
、
舜
堪
用
兵
の
全
等
に
つ
い
て
、
下
の
ご
と
く
思
考
す
る
の
で
あ
る

灌
は
、
そ
の
鷹
下
の
主
力
と
左
軍
と
を
も
っ
て
、
英
州
の
草
黒
帯
方
面
に
當
り
、
中
卒
を
も
つ
て
、
護
照
川
よ
り
赴
戦
嶺

方
面
を
掃
蕩
せ
し
め
、
そ
の
右
軍
は
　
一
路
、
講
習
嶺
に
赴
き
嶺
東
に
ま
で
進
出
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
制

ら
な
炉
の
は
、
英
林
金
村
の
編
州
で
あ
る
。
わ
泥
く
し
は
、
前
節
に
於
て
、
當
時
、
敵
の
主
力
の
那
邊
に
在
り
し
か
を

述
べ
だ
こ
と
が
あ
る
、
乃
ち
主
將
石
適
量
は
、
今
の
三
水
方
面
に
在
り
て
、
專
ら
、
わ
が
、
要
言
嶺
よ
り
來
乃
主
力
軍
に

（　6－1　）



當
っ
た
ら
し
い
の
で
、
難
戦
嶺
方
面
は
、
未
だ
顧
慮
す
る
に
蓬
な
か
り
し
も
の
、
加
之
、
赴
戦
嶺
は
、
草
黄
嶺
に
比
し

て
高
峻
で
あ
）
、
彼
我
と
も
に
行
軍
は
容
易
で
な
い
、
こ
れ
帥
ち
中
軍
方
面
に
、
さ
し
た
る
職
を
罪
す
に
す
ん
だ
も
の

で
あ
ら
う
。
編
州
を
も
つ
て
、
こ
の
方
面
に
擬
面
す
る
こ
と
は
、
重
し
も
失
當
で
あ
る
ま
い
。
た
“
呉
林
金
村
の
位
畳

は
、
そ
れ
に
類
似
の
地
名
す
ら
見
當
ら
な
い
か
ら
、
確
認
す
る
に
由
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
雄
昼
頃
は
、
編
州
に
反
し
て
、
女
眞
の
露
盤
を
受
け
、
之
が
包
園
に
陥
る
こ
と
数
回
、
雰
灌
の
英
州
引
上
げ
後
は
、

こ
の
城
が
、
專
ら
そ
の
衝
に
當
つ
だ
と
い
ふ
形
で
あ
る
。
飾
要
戊
子
二
月
の
條
に
、

　
壬
辰
、
女
貫
兵
撒
萬
、
來
爾
贈
爵
城
、
崔
弘
正
、
訓
鋤
士
卒
、
衆
皆
思
慮
、
邸
総
論
門
、
齊
出
、
奮
撃
大
敗
之
、
俘
斬
八
＋
級
、
獲
兵

車
五
＋
欝
墨
青
麗
四
竃
養
侯
不
可
鷺
時
穣
京
在
監
鐸
謂
之
墓
守
呆
聖
算
難
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
り
　
　
　
　
ゆ

　
援
不
至
、
公
若
不
出
城
牧
町
、
玉
璽
、
城
中
士
卒
、
恐
無
膿
類
、
俊
京
服
士
卒
破
衣
、
夜
槌
飛
騨
下
、
麟
定
籍
整
兵
、
道
通
産
鎭
、
自
也

　
。
o
（
雄
）
o

　
等
浦
至
吉
州
、
遇
賊
與
戦
、
大
欺
之
、
城
中
人
感
泣
、

と
あ
り
、
同
四
月
の
條
に

　
女
眞
設
柵
園
雄
州
城
。
…
－
鐙
兵
馬
副
元
紳
呉
延
寵
授
鉄
鍼
、
往
救
雄
州
。

と
見
え
、
翌
五
月
に

　
　
　
　
　
　
む
　
り

　
女
宿
攻
雄
州
城
凡
二
十
七
臼
、
四
馬
鈴
罪
証
彦
．
都
門
検
使
崔
弘
正
等
、
率
諦
將
分
兵
固
守
、
與
戦
臼
久
、
人
聡
困
乏
黙
認
、
呉
延
寵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
ゆ
　
　

　
使
文
頭
・
金
堂
・
王
字
之
編
笠
精
鋭
工
渦
分
爲
四
道
、
永
陸
善
進
、
飛
鳥
音
取
・
沙
烏
悔
泣
下
、
女
蓑
先
陣
路
頭
、
我
兵
雫
登
、
念
繋
斬
一

　
　
　
　
　
蜘
商
二
二
プ
糀
脳
九
裁
蔚
ヅ
　
（
下
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　

麓
ぴ
二
號
　
　
　
二
三
一



　
　
　
　
一
襲
片
目
勢
獲
九
城
考
　
（
稽
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　
、
櫨
〃
二
、
號
　
　
　
二
一
二
二

　
百
九
十
門
綴
。
賊
奔
北
。
復
欲
界
豆
蒔
李
壌
、
官
軍
乗
勝
力
職
、
賊
大
破
、
遙
焼
襯
而
去
、
斬
二
百
九
十
画
緻
、
延
寵
入
城
、
以
城
中

，
三
士
．
不
待
援
兵
、
飯
出
交
戦
、
多
被
殺
傷
、
留
之
有
差
。

と
あ
る
。
以
上
の
記
事
中
に
て
、
地
蔵
の
明
白
な
る
も
の
は
、
定
州
勅
定
及
び
通
泰
鎭
位
の
も
の
で
、
其
他
は
、
三
等

浦
も
、
烏
昔
志
・
沙
烏
の
二
嶺
も
、
實
は
劃
ら
な
い
◎
し
か
し
、
か
う
い
ふ
こ
と
は
、
想
像
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

生
州
を
園
ん
だ
女
亭
兵
は
、
数
萬
を
も
つ
て
箪
へ
ら
れ
、
わ
が
救
援
ま
π
一
萬
に
達
す
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
野
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

城
は
、
彼
我
必
至
の
形
勝
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
）
、
水
陸
倶
…
進
と
い
ひ
、
寧
海
軍
と
も
繕
せ
ら
れ
て
る
る

か
む
、
沿
海
の
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
）
。
威
州
方
面
と
二
二
と
の
間
に
は
、
相
位
す
べ
き
山
嶺
が
あ
り
、
そ
れ

を
越
ゆ
れ
ば
、
雄
州
附
近
の
李
野
に
幾
つ
る
（
三
）
o
こ
れ
だ
け
の
こ
と
は
、
會
得
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
以
上
は
、
各
回
の

見
解
に
任
す
よ
り
仕
方
の
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
池
内
博
士
は
．
ま
つ
、
雄
心
を
も
つ
で
、
杯
事
灘
の
城
洞
里
山
で
あ

る
と
推
定
し
た
。
こ
の
推
定
は
、
九
重
は
、
威
興
年
鑑
を
環
っ
て
澄
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
博
士
猫
肖
の
見
解

に
基
づ
き
、
第
二
の
要
項
乃
ち
沿
海
地
方
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
は
、
一
致
す
る
が
、
第
「
第
二
爾
項
の
要
件
に
は
、

全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
退
潮
灘
は
、
ム
・
日
で
こ
そ
鐡
滋
沿
線
に
近
く
、
灘
頭
飾
許
に
し
て
、
山
城
は
見
出
　
さ
れ
る

か
ら
、
水
陸
の
要
害
と
い
ふ
に
適
は
し
い
け
れ
ど
も
、
高
麗
時
代
の
大
街
道
は
、
こ
れ
ら
海
岸
線
に
由
ら
す
、
減
興
よ

り
徳
山
・
林
東
諸
院
を
経
、
威
驕
嶺
に
さ
し
か
、
）
、
成
原
か
ら
、
直
に
換
原
に
入
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
成
關
嶺

の
北
、
二
邦
回
廊
に
は
、
車
止
嶺
が
あ
り
、
威
關
嶺
の
傍
穫
と
い
っ
て
よ
い
。
わ
た
く
し
の
想
像
で
は
、
い
ふ
と
こ
ろ

（　6eJ　）



の
鼓
音
志
・
沙
烏
の
二
嶺
は
、
或
は
、
成
關
・
車
蹴
の
二
嶺
に
比
定
す
べ
き
で
あ
る
。
烏
音
志
ば
、
も
ち
ろ
ん
女
眞
語

で
．
兀
里
替
（
北
方
）
に
相
嘉
す
る
か
と
も
思
は
れ
、
沙
烏
は
、
車
鍮
の
漢
字
音
を
寓
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
と
思

ふ
。
二
上
を
越
え
て
、
直
に
季
野
に
赴
き
得
る
地
黙
は
、
洪
原
附
近
で
な
け
れ
ば
合
致
せ
な
い
。
い
つ
れ
に
せ
よ
、
退

潮
帯
説
は
、
そ
の
地
が
徒
に
沿
海
で
あ
る
と
い
ふ
に
止
ま
り
て
、
博
士
の
所
謂
「
大
雄
州
」
に
は
、
い
か
に
も
不
似
合

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

　
然
る
に
、
こ
y
に
、
高
麗
の
李
坦
之
墓
誌
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
、
毅
宗
壬
申
の
歳
に
成
｝
、
今
は
李
王
気
博
物
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

所
論
に
離
し
、
そ
の
文
字
は
、
総
督
府
刊
行
の
金
石
綜
覧
（
上
、
三
六
三
）
に
も
牧
め
ら
れ
て
る
る
が
、
総
州
城
に
堕
し
　
σ

て
は
、
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
好
個
の
史
料
で
あ
る
。
下
の
如
し
、

　
糞
壷
御
難
槍
絞
大
愚
少
監
李
君
誰
坦
之
、
世
量
地
陽
人
、
少
習
瀟
相
法
律
、
長
櫃
頗
曉
馨
薬
、
夢
中
國
名
盤
官
、
随
商
舶
至
東
土
、
主

上
下
欄
鰹
象
子
・
薯
蕎
・
公
選
羨
・
而
深
饗
妙
焉
泌
楚
困
敦
糞
碧
北
秋
・
來
垂
直
柔
蓼
翼
下
・
羅

　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
　
　
　

　
將
韓
葉
蘭
敵
、
興
亜
雄
州
、
城
孤
擾
絶
、
撃
墜
所
記
歴
二
歳
，
堅
守
末
降
、
道
路
否
隔
、
無
一
介
使
來
懸
樋
間
者
、
公
職
京
師
、
聞
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
コ

　
被
園
、
磁
糎
渉
道
、
抵
定
州
鎭
、
見
同
量
長
迫
、
軽
輩
之
安
否
、
□
金
渋
有
反
間
來
言
、
天
親
染
患
幾
亡
者
終
日
奥
、
吾
製
粉
観
、
恐

墨
之
害
、
稽
留
詫
、
公
禅
語
甥
、
歩
蔓
無
銘
葬
惰
欝
、
鞭
轟
轟
欝
，
與
百
許
人
馨
羅
蕊
奉
呈
鵡
整
至

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
の

　
泊
那
豊
浦
、
下
船
入
雄
，
州
城
南
門
、
見
諸
將
問
父
所
在
、
尋
詣
幕
次
…
…
…
…
七
B
、
拾
骸
安
函
、
背
負
託
逡
、
造
勤
敵
薬
附
、
攻
隅

　
　
　
　
　
W
蘭
㍑
麗
壁
灌
九
城
考
　
（
稻
縣
莱
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
　
第
二
競
　
　
　
二
一
二
三



　
　
　
　
三
士
勢
罐
九
蛾
考
（
稻
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
六
総
第
二
號
　
一
三
四

其
上
、
薬
嚢
、
釜
逃
之
地
，
平
身
亡
走
、
晶
群
涯
轟
轟
蓬
。
響
碧
天
、
得
帰
京
國
、
乃
安
華
麗
城
北
（
下
暗
）
。

以
上
の
記
事
に
よ
る
に
、
李
坦
之
の
父
は
延
々
と
い
ひ
、
野
馬
を
も
つ
て
、
こ
の
役
に
從
ひ
、
雄
州
城
に
て
、
敵
に
色

環
せ
ら
れ
た
、
坦
之
は
、
そ
れ
に
赴
き
て
父
を
救
援
せ
ん
と
し
た
が
、
不
幸
、
父
は
城
中
に
死
し
、
坦
之
は
、
遣
骨
を

拾
得
し
て
蹄
京
し
た
と
い
ふ
孝
子
傳
に
で
も
見
ら
れ
る
物
語
で
あ
る
が
、
幸
ひ
に
、
こ
の
事
事
中
、
城
の
位
置
を
想
定

す
べ
き
、
多
少
の
ヒ
ン
ト
は
魔
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
q
坦
之
饒
に
定
州
に
至
り
、
弟
を
見
て
雄
州
訪
問
の
決
意
を
爲
し

州
南
三
鶴
里
ほ
ど
に
あ
る
元
興
鎭
に
て
、
轄
輪
船
に
下
乗
し
、
百
愚
人
の
水
夫
と
出
些
し
た
。
そ
の
海
路
を
い
へ
ば
、

方
向
を
花
島
に
取
り
、
戴
星
し
て
那
頭
浦
に
至
り
、
船
を
下
っ
て
雄
七
城
の
南
門
に
入
っ
た
と
い
ふ
Q
わ
た
く
し
は
、

・
の
誌
書
接
し
た
と
ミ
最
初
に
置
い
た
の
磯
外
な
ら
交
蓬
の
二
字
置
あ
・
、
「
毒
し
て
聖
帝
浦
に
臨

る
」
ど
い
ふ
こ
と
は
、
臼
一
日
漕
い
で
も
劉
着
せ
ず
、
夜
に
入
り
て
縫
か
に
目
的
地
に
達
し
た
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
か

ら
、
坦
之
の
上
陸
地
金
は
、
か
な
り
の
遠
距
離
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
海
上
逆
風
に
難
じ
た
と
い
ふ
断
り
は
無
く
、

ま
つ
順
風
で
あ
る
と
思
は
る
、
が
、
も
し
そ
う
と
し
た
ら
、
十
数
時
間
、
相
當
蓮
力
に
て
験
走
し
た
に
違
ひ
な
い
、

い
か
に
斑
々
と
し
て
も
、
洪
原
海
上
に
は
達
し
た
で
あ
ら
う
と
推
測
し
だ
。
坦
之
既
に
那
至
忠
に
て
船
を
棄
て
π
と
い

ふ
、
こ
の
那
覇
浦
は
、
愈
々
京
の
也
等
浦
に
一
致
し
、
海
路
よ
り
し
て
雄
州
に
入
る
も
の
・
必
由
地
黙
で
あ
る
ら
し
い

が
、
も
し
そ
う
と
し
た
ら
、
乃
ち
雄
州
城
の
南
門
は
、
．
海
波
に
洗
は
れ
て
る
る
の
で
あ
っ
た
。

、
然
ら
ば
、
雄
州
は
、
広
庭
に
求
め
得
ら
れ
る
で
あ
ち
う
。
わ
旋
く
し
慧
、
今
の
洪
原
を
も
つ
て
、
よ
り
多
く
諸
條
絆



に
合
致
す
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
尊
話
は
、
そ
の
海
岸
を
躍
る
こ
と
僅
に
身
許
、
其
一
。
即
興
・
威
開
嶺
よ
り
北
關
へ

の
大
愚
滋
に
置
か
れ
て
あ
る
、
其
二
。
附
近
の
西
大
川
流
域
に
は
、
女
眞
の
山
城
も
あ
り
、
古
墳
群
が
散
黙
す
る
、
岡

三
。
草
黄
・
胆
心
二
尊
の
通
せ
ざ
る
場
合
、
甲
山
方
臨
の
敵
は
、
墨
取
よ
り
洪
、
原
に
出
つ
る
、
其
四
。
而
か
も
偶
然
と

は
い
へ
、
今
の
洪
原
の
背
景
を
鴬
す
と
こ
ろ
の
鶴
山
（
大
束
挙
挙
）
は
、
ヂ
灌
が
そ
の
始
め
築
造
し
た
と
こ
ろ
の
火
串
山

に
吻
合
す
る
の
で
あ
る
。
乃
ち
，
火
串
は
も
霞
舜
○
岬
と
音
す
べ
く
、
女
帯
語
の
鶴
（
卜
勒
黒
琶
山
畠
出
9
は
之
に
相
陣
す

る
か
ら
で
あ
る
（
グ
ル
ー
べ
氏
女
盛
語
言
文
字
考
鳥
鰍
門
一
入
二
墾
照
）
o
朝
鮮
の
諸
書
に
、
雄
州
洪
原
説
は
あ
る
が
、

そ
の
根
擦
は
、
わ
た
く
し
に
は
、
不
朋
で
あ
る
（
後
箇
塞
照
）
。

　　

@　

@　

@　

{
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
兵
馬
鈴
蒼
林
彦
の
英
甲
南
磨
壁
書
に
、
「
、
其
地
方
三
百
里
、
束
至
予
大
海
、
西
北
暴
悪
蓋
馬
山
、
南
嬢
子
長
・
定
二
州
」

と
あ
）
、
九
城
の
仁
慈
は
、
こ
の
丈
に
よ
り
て
考
定
す
べ
き
こ
と
は
、
早
く
海
東
繹
史
の
地
理
考
に
よ
り
て
提
唱
せ
ら

れ
て
る
る
。
乃
ち
哲
宗
年
代
韓
鎭
書
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
謹
富
麗
曳
九
品
初
設
之
撒
、
翫
ハ
轍
蓮
之
数
、
名
號
不
同
、
煮
凝
瞼
鎭
初
不
的
指
、
今
未
滋
強
解
、
唯
林
彦
記
可
以
取
信
、
砺
既
云
地
方

　
金
器
三
百
里
、
姻
公
瞼
鎭
亦
當
在
戚
興
以
北
三
百
里
之
内
也
、
且
麗
史
呉
延
金
傳
、
景
趣
復
讐
書
留
、
城
幾
陥
、
王
復
造
延
寵
救
之
、

　
行
至
公
瞼
鎭
、
賊
塁
路
掩
撃
、
我
師
大
敗
、
散
入
諸
城
、
難
壁
明
鰻
飯
鎭
謡
講
吉
凶
翔
南
也
、
謂
在
慶
源
等
地
者
、
甚
誤
。
（
楽
書
繹
史

　
績
巻
第
十
高
騨
讐
）

　
　
　
　
W
陶
麗
勢
鍛
九
三
考
　
（
三
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
　
第
二
貌
　
　
　
二
三
五



　
　
　
　
高
麗
勢
磯
回
構
隅
考
　
（
穏
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碑
衆
十
山
ハ
巷
　

第
二
號
　
　
　
一
＝
二
六

幾
ん
ど
不
易
の
定
論
で
あ
ら
う
。
尤
も
、
こ
れ
ら
里
数
に
間
す
る
こ
と
は
、
写
し
も
準
標
と
な
す
に
足
ら
ぬ
。
現
に
、

容
宗
の
、
ヂ
灌
を
慰
諭
し
た
丈
字
に
も
、
身
冒
鋒
鋪
、
深
入
賊
璽
、
斬
醸
俘
虜
、
不
可
勝
訴
、
而
開
百
里
之
地
、
築
九

州
之
城
云
々
と
あ
る
で
は
な
い
か
と
難
ず
る
向
き
は
な
い
で
は
な
い
が
、
前
に
も
引
託
せ
る
ご
と
く
、
九
城
撤
去
の
理

由
の
圭
な
る
も
の
は
「
拓
地
大
農
、
九
城
相
距
癒
遠
，
黙
洞
荒
深
、
賊
設
伏
抄
掠
往
來
者
器
質
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
以

上
、
三
百
里
の
数
は
、
今
の
と
こ
ろ
無
傷
件
に
準
蝶
し
て
然
る
べ
く
．
成
閣
嶺
以
東
、
磨
雲
嶺
以
南
に
そ
の
尖
端
を
求

め
て
も
、
敢
て
支
障
は
無
い
。
易
瀬
旬
（
合
瀬
路
）
と
混
脱
す
る
傾
き
あ
る
も
、
　
一
個
の
誤
解
で
あ
る
。
易
野
路
は
、
韓

六
書
の
所
説
の
如
く
、
成
興
以
北
、
端
川
・
吉
言
等
の
地
の
総
繕
で
あ
り
、
金
甲
地
理
志
は
、
路
下
に
爽
注
を
施
し
、

有
麗
哀
年
賦
上
京
棄
垂
．
東
南
藩
轟
轟
吾
重
し
て
る
嘉
都
講
靱
定
よ
り
北
行
器
謁

に
し
て
、
當
に
、
利
原
・
縦
揺
等
の
地
に
至
る
ぺ
け
れ
ば
、
合
瀬
総
髭
府
は
．
磨
天
嶺
以
南
に
在
る
べ
き
で
あ
る
と
し

た
鎭
書
の
所
見
に
も
、
わ
た
く
し
は
、
全
く
賛
同
し
た
い
。
た
“
、
岩
瀬
の
名
は
、
禺
点
訳
よ
り
嚢
生
せ
る
こ
と
疑
ひ

な
く
、
禽
ほ
櫨
品
路
が
、
綾
券
河
の
河
孟
よ
り
濃
し
て
、
や
が
て
路
の
総
講
を
な
せ
る
が
ご
と
し
。
故
に
、
高
麗
築
九

城
壁
愛
馬
旬
と
の
金
倉
発
振
の
記
事
に
は
、
毫
も
顧
慮
す
る
の
要
は
な
い
、
同
じ
き
凋
傳
に
は
、
輩
に
易
瀬
と
い
ひ
、

勾
の
一
宇
を
沸
へ
ざ
る
も
の
も
あ
る
。
た
や
し
、
ヂ
灌
富
初
の
計
叢
の
、
北
野
句
な
る
草
黄
嶺
を
杜
託
し
て
、
敵
の
來

路
を
蔑
す
る
に
在
り
、
主
愚
筆
適
撒
は
、
主
力
を
三
水
・
方
面
に
坐
い
た
と
い
ふ
か
ら
、
女
難
ハ
入
側
に
映
じ
た
敵
兵
は
、

專
ら
易
瀬
旬
戸
威
興
卒
野
）
に
在
り
と
し
た
に
違
ひ
な
か
ら
う
o



　
文
宗
戊
申
六
月
壬
寅
の
條
を
見
る
に
、
束
女
笠
蹄
徳
幕
軍
安
矩
等
來
朝
と
見
え
、
同
じ
く
庚
串
の
記
事
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

　
東
界
兵
馬
．
使
湊
、
判
官
任
希
悦
・
録
事
補
職
・
特
軍
費
興
等
、
粟
戦
艦
巡
行
椒
島
、
遇
．
賊
器
＋
艘
、
與
職
敗
之
、
獲
七
艘
、
俘
叢
叢
，
王

　
嘉
之
、
賜
希
幌
等
便
臓
一
襲
、
金
銀
帯
一
腰
、
諸
有
戦
功
者
，
悉
加
蝶
蝿
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

と
あ
り
、
同
じ
く
癸
丑
年
六
月
丙
申
の
記
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
兵
馬
手
製
、
東
蕃
海
賊
冠
東
京
藤
下
波
頭
部
曲
、
奪
掠
民
口
、
元
興
打
留
部
署
軍
將
，
牽
無
主
数
＋
艘
、
出
繊
鐘
堂
戦
斬
＋
二
級
、
奪

　
響
十
六
人
、
王
畑
暑
腸
咽
知
丘
阻
却
事
・
秘
廿
日
監
杢
・
成
一
隅
・
露
礁
謄
準
都
部
署
將
一
廉
漢
等
銀
㎝
樂
合
各
一
｛
畢
、
晶
鴬
嬢
有
功
將
吏
燃
臓
賞
有
曲
左
。

と
あ
る
、
い
つ
れ
も
、
高
麗
海
軍
が
、
定
李
方
面
の
海
上
に
游
ざ
し
て
、
南
下
の
賊
船
乃
ち
女
興
海
賊
を
巡
蓬
捕
殺
し

た
際
の
繋
で
・
の
る
が
、
わ
た
－
し
は
、
・
れ
ら
の
撃
に
諾
す
る
毎
に
、
髭
な
が
ら
も
、
轡
田
時
代
の
水
師
乃
、
b
海
の

軍
の
い
か
や
う
で
あ
る
か
を
槻
毒
す
る
の
で
あ
る
、
蒲
し
て
、
右
の
爾
記
事
に
よ
る
に
、
と
も
に
、
図
南
を
巡
行
し

て
、
敵
船
を
捜
索
し
た
、
前
記
事
に
は
、
出
登
黙
は
示
さ
す
、
後
の
記
事
に
は
明
か
に
、
元
興
鎭
と
い
っ
て
み
る
。
こ

の
椒
島
と
は
い
っ
こ
で
あ
ら
う
。
勝
覧
に
は
、
こ
の
島
名
は
、
見
當
ら
な
い
が
、
大
束
輿
圖
は
、
六
原
近
く
の
海
上
に

川
野
鶴
と
記
し
て
み
る
か
ら
、
こ
言
い
ふ
と
こ
ろ
の
椒
島
は
、
同
じ
一
こ
の
二
一
を
指
し
た
も
の
と
思
ふ
。
わ
た

く
し
は
、
こ
、
に
於
て
か
、
下
の
ご
と
き
想
像
を
下
し
た
い
。
高
麗
水
師
は
、
陸
上
に
比
し
て
、
遙
か
に
、
這
出
し
て

み
だ
、
攻
勢
を
示
し
て
み
る
Q
高
麗
は
、
女
眞
海
賊
よ
り
受
け
た
と
こ
ろ
の
損
害
が
、
莫
大
で
あ
り
、
そ
れ
に
刺
戟
さ

れ
て
水
師
は
編
制
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
進
出
力
に
誤
れ
ば
、
か
な
り
の
登
達
を
示
し
た
も
の
と
い
へ
る
。
高

　
　
　
　
申
渦
賂
窯
プ
響
…
九
瀦
捌
考
　
（
稻
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
二
號
　
　
　
二
三
七



　
　
　
　
脚
馳
二
二
鷲
ふ
ル
城
…
考
　
（
稻
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
二
號
　
　
　
一
ご
二
入

麗
の
心
境
が
、
定
量
を
一
歩
も
出
つ
る
能
は
ざ
り
し
時
に
て
す
ら
、
戦
艦
は
、
遠
く
椒
島
を
巡
行
し
て
み
た
。
タ
灌
の

戊
子
年
役
の
水
軍
は
、
全
く
記
事
を
開
い
て
み
る
か
ら
、
輕
々
に
早
早
し
か
ね
る
け
れ
ど
も
、
陸
上
援
護
の
作
戦
は
、

功
果
を
奏
し
、
陸
兵
を
し
て
懸
軍
長
駆
せ
し
め
た
に
違
ひ
な
い
。
高
麗
有
遊
子
海
島
者
、
阿
徒
畢
、
牽
衆
三
十
人
、
夜

渡
焚
其
螢
禰
戦
艦
、
大
破
之
、
途
下
魚
吉
城
、
既
而
入
城
棚
下
。
（
金
史
刻
傳
入
十
一
）
の
記
事
に
徴
す
る
も
、
海
軍
の

行
動
は
」
略
ぼ
想
像
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
駝
吉
城
が
、
九
城
の
吉
州
に
相
尽
す
と
の
贈
号
書
の
意
見
は
、
考
慮
の
値

あ
る
が
、
海
軍
の
根
糠
地
た
り
し
海
島
と
こ
の
城
と
に
は
、
地
理
的
岡
三
が
密
接
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
十
［

雄
蝉
騒
晟
豊
麗
後
に
し
て
、
莚
の
鷺
求
め
ら
れ
た
望
雲
州
や
公
瞼
鎭
の
遺
殻
、
論
定
・
る
べ
働

き
で
あ
る
が
、
今
、
提
供
さ
れ
て
み
る
史
料
を
も
つ
て
し
て
は
、
徒
に
亡
羊
の
歎
を
制
す
る
の
外
は
な
い
。
威
鏡
南
北

道
は
、
歴
史
地
理
の
啓
蒙
時
代
を
脱
出
せ
す
、
現
に
、
新
羅
の
古
碑
は
、
磨
雲
嶺
の
一
角
に
、
突
如
、
そ
の
雄
姿
を
示

し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
き
は
、
全
く
前
輩
π
ち
の
夢
想
せ
ざ
り
し
と
こ
ろ
。
　
｝
部
の
學
人
に
疑
惑
の
眼
を
ふ

レ
む
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
草
野
鼠
碑
さ
へ
、
今
は
、
赫
々
た
る
光
明
を
放
つ
に
至
っ
た
。
わ
た
く
し
は
、
吉
州
及
び
公

瞼
二
城
の
位
遣
に
つ
い
て
、
臆
説
を
有
す
る
け
れ
ど
も
．
そ
れ
は
後
号
に
喜
ぶ
る
こ
と
、
し
、
新
史
料
の
黒
棚
を
期
待

す
る
こ
と
が
、
最
も
安
全
の
方
法
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
た
や
し
か
し
、
書
写
の
史
論
考
察
に
つ
い
て
は
、
一
二
の
批
評

を
試
む
る
の
要
が
あ
る
。



蓬
九
城
の
役
が
、
い
よ
一
容
器
己
丑
年
の
撤
去
と
な
り
し
ょ
り
、
叢
圭
丙
申
正
。
蒲
璽
に
至
り
て
、
天
運
は

循
環
し
、
そ
の
か
み
、
蒙
古
の
元
に
没
せ
ら
れ
た
領
域
を
も
一
暴
回
課
し
た
。
乃
ち
同
年
秋
七
月
置
酉
の
記
事
に
、
東

北
面
兵
馬
使
柳
仁
雨
、
陥
鍵
城
卿
氷
穂
並
趙
小
生
・
千
戸
卓
都
卿
遁
走
、
牧
復
和
・
登
・
定
・
長
・
預
・
高
・
文
・
宜
州
及
宣
徳
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の

元
興
仁
耀
・
言
意
等
鎮
、
威
州
以
北
膚
高
著
戊
午
貰
子
元
、
今
皆
復
之
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
に
相
當
す
る
が
、
域
州
以

北
の
陥
没
は
、
容
宗
暴
の
こ
と
で
、
高
宗
の
時
で
は
な
い
。
学
説
は
、
和
州
線
以
北
の
選
り
で
あ
ら
う
。
實
に
高
宗

の
戊
午
よ
り
算
し
て
九
十
九
年
、
容
宗
己
丑
よ
り
し
て
二
百
四
十
有
七
年
、
開
城
の
高
麗
朝
廷
は
、
直
ち
に
北
京
に
上

表
し
、
墜
城
即
永
三
嘉
北
は
、
も
と
こ
れ
小
邦
の
境
土
な
皇
盤
明
し
た
。
い
ふ
と
こ
ろ
に
よ
る
に
、
先
臣
忠
憲
王
綿

戊
午
の
年
、
趙
小
生
・
轟
轟
わ
が
罪
碁
器
催
れ
て
、
女
眞
を
憂
し
（
實
暴
享
縛
し
た
）
わ
が
働

不
慮
に
乗
じ
て
、
わ
が
官
吏
を
殺
し
、
蔓
城
に
篠
っ
て
叛
き
去
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
彼
等
二
入
は
、
逃
証
し
て
み
る

蠣
か
に
誤
る
、
彼
等
が
、
再
び
事
端
を
構
へ
ん
こ
と
を
。
恭
し
く
惟
ふ
に
、
要
証
内
外
、
王
土
に
非
る
な
け
れ
ば
、
尺

寸
不
毛
の
地
は
、
朝
廷
の
問
題
視
せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
伏
し
て
乞
ふ
、
わ
が
厳
器
の
墜
城
・
三
撒
を
還
し
て
、
關

防
を
立
て
、
　
一
方
、
女
専
の
侵
害
を
禁
約
せ
ら
れ
た
い
云
々
と
、
こ
の
記
事
に
照
合
さ
る
、
も
の
は
、
麗
史
地
理
志

（
憲
五
十
入
）
東
界
の
條
に
、

　
（
恭
懲
五
年
）

　
七
月
遣
編
密
院
副
使
熟
議
雨
，
攻
双
誠
、
於
画
学
地
盤
敬
復
和
・
登
・
定
・
長
・
預
・
高
・
文
・
宜
州
・
寧
仁
・
耀
徳
・
静
邊
等
鎌
継
城
。
（
下
略
）

と
あ
る
の
｝
節
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
元
亡
び
て
明
初
に
至
り
、
所
謂
鐵
嶺
問
題
に
湖
博
し
、
政
府
は
、
巧
妙
な

　
　
　
　
愉
鷺
油
衆
繰
九
城
考
　
（
稻
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
π
十
轟
ハ
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
二
一
二
九



　
　
　
　
　
窩
四
麗
劉
…
蹴
九
城
考
　
（
照
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
ご
號
｝
　
　
二
四
〇

る
外
交
義
倉
の
下
に
途
に
磨
天
嶺
以
南
を
賂
略
し
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
主
張
に
は
、
…
幾
多
の
懸
詞
が
あ
る
か
ら
、
一
一

史
實
を
も
つ
て
批
評
す
べ
き
限
り
で
な
い
け
れ
ど
も
、
柳
仁
爾
が
地
熱
を
按
じ
て
牧
復
し
た
と
い
・
ふ
こ
と
は
、
特
別
注

意
さ
れ
る
と
思
ふ
。
容
宗
以
來
い
か
に
年
代
を
経
た
か
ら
と
は
い
へ
、
定
説
以
北
の
、
薄
曇
に
非
る
こ
と
は
、
明
白
の

磁
器
で
あ
り
、
何
等
か
根
擦
す
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
も
し
強
ひ
て
侮
言
と
い
へ
ば
、
ヂ
湛
九
城
の
役
を

指
し
、
磨
天
蜜
以
南
を
も
つ
て
、
之
れ
が
範
國
で
あ
る
と
解
し
た
に
違
ひ
な
か
ら
う
。
わ
た
く
し
は
、
柳
仁
雨
の
地
綴

な
る
も
の
は
、
恭
懲
王
時
代
の
製
作
に
あ
ら
す
し
て
、
む
し
ろ
朝
廷
献
言
の
地
岡
が
、
新
た
に
取
り
出
さ
れ
た
も
の
と

解
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
渤
り
て
、
高
箒
甲
串
春
の
條
を
接
す
る
に
、
東
眞
國
と
の
間
に
、
下
の
ご
と
き
問
題
が
あ
っ

泥
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

　
（
正
月
）

　
戊
申
東
藪
國
遣
難
題
四
二
滋
來
、
其
一
日
蒙
古
成
吉
思
，
師
老
絶
域
，
不
知
所
存
、
託
回
折
食
暴
不
仁
、
已
絶
極
帯
、
其
一
日
，
本
國

於
瀞
諮
三
貴
國
於
錦
、
各
羅
場
、
依
蘭
買
嚢
。

の
記
事
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
記
事
を
護
ん
だ
際
、
何
故
に
、
蒲
鮮
萬
奴
の
束
眞
國
は
、
完
調
よ
り
青
州
に
至

る
一
帯
を
中
立
状
態
に
置
い
た
か
を
謹
ん
だ
の
で
あ
る
。
乃
ち
こ
の
問
の
道
程
は
、
影
干
界
よ
）
北
業
界
に
至
り
、
彼

　
　
（
韓
）

此
二
百
坐
に
垂
ん
と
し
、
中
間
、
成
書
第
一
の
沃
野
を
抱
指
す
る
、
焦
思
の
東
興
は
、
何
故
に
進
ん
で
こ
の
沃
土
を
略

有
し
、
定
李
關
外
に
肉
薄
せ
な
ん
だ
で
あ
ら
う
。
麗
史
の
こ
の
前
後
の
記
事
は
、
極
め
て
簡
略
で
あ
b
、
委
曲
を
知
る

に
苦
む
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
、
若
し
推
測
を
漏
す
な
ら
ば
、
金
末
の
働
、
局
篠
路
方
響
の
統
治
弛
潰
せ
る
に
乗
じ
て
、



高
麗
は
、
之
に
…
進
出
の
手
段
を
め
ぐ
ら
し
、
こ
と
、
猜
ほ
元
末
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
東
眞
國
を
も
つ
て
、
謝
手
と
な
し
、

磨
天
仁
胸
士
蹴
以
南
を
回
毒
し
て
、
ヂ
礎
の
昔
に
返
さ
ん
と
し
淀
。
東
眞
は
、
奪
易
に
之
に
癒
せ
す
、
勢
州
の
三
撒
に
ま
で

　
　
　
少

進
出
し
た
か
ら
、
双
互
の
交
渉
は
成
立
せ
す
、
所
謂
権
場
の
こ
と
も
、
實
現
せ
な
ん
だ
で
あ
ら
う
。
か
や
う
に
考
へ

た
い
の
で
あ
る
。
も
し
も
、
こ
の
想
像
に
幾
分
の
理
由
あ
b
と
し
た
ら
、
恭
仁
王
時
代
の
そ
れ
は
、
高
専
甲
串
の
そ
れ

を
く
り
返
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
た
く
し
は
、
吉
州
以
下
の
九
城
を
、
磨
天
嶺
以
南
に
適
宜
分
配
し
た

麗
末
鮮
初
の
學
者
た
ち
に
は
、
一
一
首
肯
せ
な
い
け
れ
ど
も
、
昔
の
孤
城
の
見
限
及
び
そ
の
方
向
に
關
し
て
は
、
大
膿

に
於
て
同
意
を
輿
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
し
か
し
、
こ
の
範
團
及
び
方
向
に
つ
い
て
は
、
重
大
の
危
瞼
を
俘
ふ
の
で
あ
る
。
私
考
で
は
、
公
瞼
鎭
を
も
つ
て
洪
’

原
東
北
の
大
門
嶺
に
擬
し
、
心
急
は
、
之
を
船
原
附
近
に
求
む
る
の
で
あ
る
が
、
い
つ
れ
に
せ
よ
、
北
青
の
南
大
川
流

域
を
除
却
す
る
の
憾
み
を
免
れ
な
い
。
北
青
を
除
外
し
て
、
九
城
は
、
北
…
進
し
得
る
で
あ
ら
う
か
、
こ
れ
が
、
わ
た
く

し
の
指
し
て
重
大
の
俗
士
を
俘
ふ
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
北
青
は
心
急
に
つ
ぐ
と
こ
ろ
の
沃
土
で
あ
る
が
上
に
、
古
よ

り
、
雨
量
の
根
櫨
地
で
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
は
北
青
城
串
山
女
眞
字
摩
歴
添
字
の
注
に
、
三
盛
癸
丑
五
月
丁
未
西
北
面

兵
馬
使
の
奏
歌
を
引
き
、
書
の
沃
潰
道
は
、
北
青
よ
り
厚
海
嶺
方
面
に
赴
き
、
直
ち
に
甲
山
三
水
に
通
す
る
も
の
で
あ

る
と
蓮
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
右
の
條
に
、

　
　
　
　
識
…
麗
勢
癩
榔
九
月
刑
考
　
（
稻
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
第
十
六
｛
暦
　
第
二
鵜
脚
　
　
二
四
一



　
　
　
　
　
　
露
麗
勢
二
九
論
考
　
（
稻
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
二
號
　
　
二
四
二

　
　
（
西
女
眞
）
。
⑧
④
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤
⑳
⑭

　
　
蕃
帥
叉
言
三
由
村
谷
海
運
分
蔵
蕃
賊
、
殺
掠
盆
來
人
物
、
爲
我
仇
鎌
、
無
論
化
内
三
山
村
中
ヂ
寝
西
老
懸
三
十
爾
今
長
、
亦
皆
響
懇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
興
）

　
　
各
牽
蕃
軍
、
方
將
進
討
、
請
遣
郷
人
観
職
，
於
是
遭
定
州
境
將
丈
選
、
及
蚕
糞
竜
野
等
、
著
蕃
服
與
那
復
其
村
都
領
霜
昆
下
露
軍
同
護

　
　
　
　
　
　
（
洪
原
）
　
　
　
　
　
　
・
⑬
＠
・
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
④
・
　
　
⑦
。
⑧
◎
　
　
ゆ
③
・

　
　
文
選
等
馳
報
骨
面
等
村
鑑
領
，
各
將
兵
到
三
門
，
阿
三
浦
探
候
、
賊
難
凡
三
所
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
由
職
村
、
扁
爲
海
際
山
頸
、
一
際
羅
場
村
、
賊
一

　
　
菖
五
十
戸
、
築
石
城
於
川
擾
、
置
老
小
男
女
財
産
干
城
中
、
以
歩
騎
五
百
工
人
前
職
、
云
々
。

　
と
あ
り
、
三
山
村
の
三
山
は
西
参
散
に
相
當
す
る
。
東
眞
の
、
こ
の
地
を
青
州
と
呼
ん
で
み
る
の
は
、
三
由
の
働
事
で

　
あ
ら
う
、
（
勝
覧
一
五
、
墨
客
牧
鳩
縣
の
條
、
青
州
縣
、
朝
州
束
六
十
里
、
古
薩
凝
鮒
｝
云
青
川
云
々
と
あ
り
、
三
山
の

．
三
は
薩
に
近
い
か
ら
、
同
じ
く
青
の
義
に
取
課
し
た
ら
し
い
）
o
蓋
し
鴨
藤
江
方
面
の
女
倉
入
は
、
北
青
の
三
山
村
を
維

，
写
し
て
、
或
は
北
k
或
は
窪
し
て
開
越
覆
し
た
…
は
疑
は
れ
な
い
。
蘂
よ
り
の
記
録
で
は
・
の
る
頼
確
認

　
の
萬
戸
修
豆
蘭
算
木
兇
が
、
こ
の
地
に
盤
卒
し
て
李
太
麗
を
辛
し
て
、
大
業
を
成
す
に
至
ら
し
め
た
こ
と
は
著
名
で
あ

　
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
實
は
、
　
一
と
し
て
、
北
青
が
、
傳
統
醜
に
女
眞
の
故
地
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
を
語
ら
な
い
も
の

　
は
あ
る
ま
い
Q
わ
た
く
し
は
、
今
の
九
城
を
配
置
す
る
に
當
り
て
、
ひ
と
り
北
青
を
遺
却
し
て
、
本
高
勾
麗
奮
地
、
久

爲
女
爽
所
糠
、
高
麗
翠
玉
二
年
、
遣
ヂ
礎
逐
女
島
離
蹴
論
難
、
後
勢
子
元
、
欝
三
撒
、
恭
感
王
五
年
置
牧
復
奮
境
、
澄
安

　
北
千
戸
防
護
所
、
二
十
一
年
、
改
嘉
名
、
爲
州
云
々
と
あ
る
勝
覧
の
説
明
に
は
、
多
少
の
意
昧
が
加
へ
ら
れ
る
。
た
い
草

黄
嶺
方
面
の
英
州
を
ぱ
李
朝
太
宗
の
四
年
を
以
て
北
青
に
配
す
る
な
ど
、
そ
の
根
蝶
鳳
、
全
く
判
ら
な
い
。

　
　
先
春
嶺
の
碑
に
つ
い
て
は
、
こ
の
民
族
の
領
土
慾
よ
り
生
じ
た
る
一
種
の
想
像
に
過
ぎ
す
、
前
後
⑳
吏
實
よ
う
見
て



も
調
室
で
あ
る
こ
と
は
、
獣
身
書
の
述
ぶ
る
と
こ
ろ
、
池
内
博
士
の
所
説
の
既
に
悉
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ヂ
灌
の

記
念
碑
が
、
類
纂
の
南
、
浦
項
嶺
の
海
に
入
る
通
路
上
に
侍
中
壷
あ
わ
、
芦
原
の
西
大
川
上
流
、
縫
鞄
洞
附
近
に
は
、
同

じ
く
北
征
の
傳
説
が
あ
り
、
爾
ほ
馴
し
て
鏡
池
に
靖
北
祠
が
あ
る
な
ど
、
い
つ
れ
も
、
ヂ
灌
物
語
が
、
登
些
し
た
も
の

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
、
（
火
項
嶺
の
朝
鮮
習
は
℃
謹
由
碧
で
あ
り
、
九
城
の
吉
州
が
澄
か
れ
た
弓
漢
村
の
女
気
語

口
9
削
げ
舞
に
近
似
す
る
こ
と
西
面
自
い
）
。
但
だ
、
わ
た
く
し
は
、
先
春
嶺
の
立
碑
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
に
臆

説
が
あ
る
。

　
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
容
宗
朝
の
心
事
を
槍
し
て
も
、
野
饗
だ
ち
の
傳
記
を
検
し
て
も
、
先
春
嶺
は
見
出
さ
れ
す
、
礎

は
、
公
郷
鎭
に
碑
を
立
て
、
歯
止
を
表
し
た
と
い
ふ
こ
と
の
み
で
あ
る
Q
し
か
し
、
こ
の
当
芋
鋲
と
て
、
拓
俊
京
が
、

野
州
に
赴
く
の
際
通
過
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
吉
州
以
南
に
求
む
る
こ
と
が
、
史
實
に
合
す
る
わ
け
で
界
止
で

は
な
い
、
麗
末
重
土
の
導
者
が
、
か
、
る
見
易
い
こ
と
を
知
ら
ぬ
は
す
は
あ
る
ま
い
が
、
恭
譲
王
壬
申
春
正
月
丁
丑
の

　
　
　
　
オ
ラ
ン
コ
イ
　
　
オ
ド
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ド
リ

記
事
に
、
兀
良
恰
及
び
斡
都
里
來
朝
し
て
、
欝
欝
を
孚
つ
た
際
、
斡
朶
里
は
、
吾
等
之
來
、
非
璽
長
也
、
昔
侍
中
ヂ
灌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
季
成
桂
）

軍
野
土
、
立
碑
日
高
麗
地
境
、
令
境
内
λ
民
皆
慕
諸
軍
事
威
信
而
來
耳
と
い
っ
た
。
斡
朶
里
は
、
こ
の
時
、
多
分
は
、

豆
満
江
外
に
、
集
落
し
て
み
た
こ
と
、
思
ふ
。
斡
朶
里
の
言
は
、
勿
論
迎
合
で
は
あ
る
が
、
何
分
に
も
、
九
城
役
は
年

数
を
経
、
當
時
に
傳
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
立
碑
の
事
實
の
み
で
あ
ら
う
か
ら
、
そ
の
事
は
、
「
わ
れ
ら
の
境
土
上
」
で

あ
る
と
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
果
し
て
、
政
府
は
、
そ
の
言
を
利
用
し
て
、
所
有
遽
頻
・
失
耳
翼
・
蒙
骨
・
改
陽
・
右
心
・
入

　
　
　
　
山
勧
麗
議
プ
二
九
裁
考
　
（
穂
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
十
山
ハ
巻
　
　
第
一
一
號
　
　
　
二
四
一
ご
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日
嗣
砿
羅
勢
堰
九
城
考
　
（
稻
葉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
馨
　
　
第
二
號
　
　
　
二
四
殴

隣
・
安
頓
・
押
蘭
・
喜
刺
兀
・
兀
立
因
・
古
里
撃
・
魯
別
・
兀
典
型
の
地
面
は
、
す
べ
て
本
立
公
蓋
置
の
境
内
で
あ
る
こ
と
の

旨
を
李
必
等
に
榜
示
せ
し
め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
政
府
の
巧
妙
な
る
外
交
手
段
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
李

朝
世
宗
の
地
理
志
に
至
b
て
は
、
…
進
ん
で
右
の
立
碑
の
地
は
、
早
春
睨
で
あ
る
と
明
記
し
だ
。
い
よ
一
も
っ
て
、
荒

誕
無
稽
の
磯
を
免
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
立
碑
を
ば
公
瞼
鎭
と
切
魅
し
て
考
へ
て
見
る
と
、
多
少
の
縁

因
が
認
め
ら
れ
る
と
思
ふ
。
そ
れ
は
、
外
で
は
な
い
。
ヂ
堪
の
発
見
城
に
在
り
て
、
兵
馬
鉛
轄
黒
砂
を
し
て
．
そ
の
功

業
を
題
壁
せ
し
め
た
際
、
恐
ら
く
は
、
そ
の
方
面
に
界
石
を
樹
て
し
め
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
、
あ
り
得
る
こ
と
で
あ

る
。
然
ら
ば
、
ど
の
方
向
に
界
石
を
置
い
た
か
と
い
へ
ば
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
草
振
興
方
面
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
・
．
譲
の
出
征
の
目
窪
墓
攣
杜
号
す
・
・
と
で
あ
っ
た
・
と
曹
述
べ
た
．
わ
な
し
は
、
・
の
働

孜
察
の
下
に
、
先
春
覗
（
嶺
）
の
交
字
を
眺
め
て
見
る
と
、
何
と
な
く
、
癖
春
の
二
字
が
、
む
し
ろ
、
こ
れ
に
相
曝
す
る

の
で
あ
る
か
を
想
は
し
む
る
。
濫
費
の
二
字
は
、
も
ち
ろ
ん
當
時
の
史
乗
に
見
る
と
こ
ろ
な
い
か
ら
、
可
い
加
減
の
撰

定
か
に
見
ゆ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
輕
黙
す
る
こ
と
は
、
却
て
国
号
の
誰
を
免
れ
ま
い
、
池
内
博
士
の
立
碑
に
深
す
る

所
見
は
、
頗
る
精
緻
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
史
料
抹
殺
の
遽
憾
が
あ
る
。
鮮
初
の
野
々
は
、
女
眞
入
間
を
劉
合
に
よ
く
訪

恥
し
た
か
ら
、
所
謂
ヂ
礎
物
語
の
間
よ
り
、
こ
の
二
字
音
を
拍
得
し
そ
れ
を
先
春
と
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思

ふ
。
偲
春
が
、
今
の
三
水
方
面
の
地
域
を
湿
し
た
こ
と
は
、
前
に
述
ぶ
る
如
く
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
曾

　
威
・
英
・
雄
・
鵬
・
吉
五
州
公
営
鎭
の
外
、
他
の
三
鎭
に
は
、
異
論
を
見
出
さ
ぬ
か
ら
、
こ
、
に
言
及
せ
な
い
。
ハ
完
）



雌
小
考
た
草
し
て
後
ち
、
津
国
左
右
吉
博
士
の
薙
稿
壁
鍛
従
略
地
興
亜
（
朝
鮮
歴
史
地
理
）
た
闘
み
し
て
、
種
々
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
。
わ
実
く
し
が
、
伊
位

の
瓶
項
か
、
西
面
嶺
上
に
求
め
六
る
に
封
し
て
、
津
田
論
士
も
、
略
ぼ
同
様
の
見
解
で
あ
る
、
乃
ち
「
赴
職
嶺
叉
ほ
黄
草
嶺
の
一
裡
路
」
か
、
む
し
ろ
「
黄

草
…
嶺
と
ぜ
ん
方
妥
か
な
り
」
と
い
び
、
雄
州
吉
州
等
た
、
そ
れ
ぐ
威
嚇
…
嶺
以
外
に
．
求
め
ら
れ
て
み
る
。
地
舗
こ
そ
一
致
為
得
な
い
が
、
大
尽
に
於
て
ば

博
士
の
想
像
為
是
認
し
実
い
の
で
あ
る
。
雲
ダ
、
三
脚
水
な
北
青
に
求
め
ら
れ
表
る
に
狂
し
て
に
、
燈
然
賛
同
ず
ろ
こ
と
が
出
來
な
い
、
乙
離
骨
な
過
ぎ

り
て
、
三
瀞
水
に
董
る
の
で
あ
る
以
上
、
之
為
北
青
に
求
む
る
こ
と
に
、
方
向
遽
び
で
あ
ら
う
。
ー
ー
昭
和
玉
ノ
一
一
ノ
四
一
i

同五四入同七同五四ヨ同二頁

高
麗
勢
耀
九
城
考
正
談

　
　
　
行
　
数

　
　
　
十
三
行

　
　
　
十
五
行

　
　
　
　
入
行

　
　
　
十
五
行

　
　
　
　
七
行

　
　
　
　
九
行

　
　
　
　
三
行

　
　
　
　
五
行

　
　
　
　
五
行

　
　
　
　
一
行

　
　
　
　
一
行

　
　
　
　
四
行

」
高
麗
升
癩
敵
城
考

　
　
談

　
　
罪
離

　
　
興
地
勝
竪

　
　
女
眞
用

　
　
國
煉
使

　
　
十
四
國
練

　
　
絵
雅
所
問

　
　
臼
奥
事
急

　
　
誉
俊
京

　
　
義
祓

　
　
清
諸
公
登
城

　
　
然
當
常
職
守

　
　
労
灌
競
略

（
穏
葉
）

　
正
　
む
勢
蕉

　輿
地
勝
聾

　
　
　
む

女
島
用
兵

　
　
む

醜
練
使

　
　
む

十
四
團
練

　
　
蝕
虹
難
問

H
盛
事
急

艶
俊
京

義
拠

む請
諸
公
登
城

　
む
然
営
職
守

　
　
む
　
　

乗
躍
の
戦
略

第
～
十
ム
ハ
塩
煙
　
第
二
號
　
　
　
二
四
五

（79）



九同八七阿同六同〇九
高
麗
脚
磯
九
城
考

　
　
　
　
六
行

　
　
　
十
鳳
行

　
　
　
十
四
行

　
　
　
十
｝
行

　
　
　
十
三
行

　
　
　
十
四
行

　
　
　
十
二
行

十
五
行

　
四
行

八
行

（
稔
葉
）

　
　
首
の
成
州

　
　
興
地
勝
萱

　
　
大
東
興
醐

　
　
首
た
る

　
　
星
題
水

　
　
星
題
水

　　

ﾜ
董
。
羅
簸
鵬

　
　
そ
れ
に
、
五
老

又
立
碑
予
公
瞼
鎭
以
磁
界
止

　
　
五
老
里
英
州
誹
よ
り

　
つ
首
城
の
戒
州

つ輿
地
勝
愛

　
　
む

大
束
奥
麟

蜘
た
る

熱
水
熱
水五
壼
・
博
詰
謹
美

　
　
　
　
る
眞
陽
鎮
紙

　
　
　
　
つ
　
む

そ
れ
に
、
東
堺

　
　
　
　
　
　
　
　
む

叉
蹴
碑
予
寺
門
亡
魂
岩
膚
止

む
　
　

東
興
業
英
塑
親
よ
り

第
十
六
徐
一
　
第
二
號
　
　
　
二
四
山
ハ

（80）


